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　　　郷土の思いをたすきに込めて　　　

　県下一周市郡対抗駅伝競走大会の２日目３
区（日置～伊集院）を力走する児玉貴洋選手

（そお鹿児島農協）。沿道には、職場や地域の
方々、所属する消防ラッパ隊など多数応援に
駆けつけていました。郷土の思いをたすきに
こめて走り続けました。
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人権啓発シリーズ 24-11
同和問題②（大崎町人権教育・啓発基本計画より）

■施策の方向性

③行政職員をはじめとする特定職業従事者の資質の向上を図る

　ために、職員研修の充実、指導者養成に努めます。

④えせ同和行為は、同和問題に誤った認識を植えつけるなど、

　同和問題の解決にとって大きな阻害要因となっているため、

　法務局等関係機関と連携し、排除に向け啓発に努めます。
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